
米国のソーシャルワーク専門家教育と
現場実践におけるエビデンスの活用と

プログラム立案

第３回 エビデンスに基づく実践と政策セミナー
「実践の現場をより良くする！エビデンスを"つかう・つたえる・つ
くる"ためのヒント」

日本ファンドレイジング協会 清水潤子
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清水潤子
日本ファンドレイジング協会 社会的インパクトセンター
マネージング・ディレクター

社会福祉士、精神保健福祉士、米国オハイオ州認定ソーシャルワーカー(LSW)、
日本評価学会認定評価士、准認定ファンドレイザー。

2008年 立教大学コミュニティ福祉学部卒業 医療ソーシャルワーカーと
して大学病院に入職

2013年 特別養護老人ホームで現場職として勤務
2014年 米国ケースウエスタンリザーブ大学マンデル応用社会科学大学院

ソーシャルワーク修士、非営利組織経営管理修士プログラム入学
2017年 卒業後、在学中からインターンをしていた現地NPO(難民移民支援を

行う団体）やコミュニティ財団で勤務
2018年 日本ファンドレイジング協会 社会的インパクトセンターに入職

プロフィール
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今日お話すること

1. ソーシャルワークとエビデンス
2. 米国のソーシャルワーク教育における、エビデンスを使うの実例
3. 助成金申請とエビデンスを参照したプログラムデザイン
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1. ソーシャルワークとエビデンス
専門職の定義

ソーシャルワークは、社会変革と社会開発、社会的結束、および人々のエンパワメ
ントと解放を促進する、実践に基づいた専門職であり学問である。社会正義、人権、
集団的責任、お よび多様性尊重の諸原理は、ソーシャルワークの中核をなす。ソー
シャルワークの理論、社会科学、人文学、および地域・民族固有の知を基盤として、
ソーシャルワークは、生活課題に取り組みウェルビーイングを高めるよう、人々や
さまざまな構造に働きかける。 この定義は、各国および世界の各地域で展開しても
よい。

“Social work is a practice-based profession and an academic discipline 
that promotes social change and development, social cohesion, and the 
empowerment and liberation of people. Principles of social justice, human 
rights, collective responsibility and respect for diversities are central to social 
work. Underpinned by theories of social work, social sciences, 
humanities and indigenous knowledge, social work engages people and 
structures to address life challenges and enhance well-being. The above 
definition may be amplified at national and/or regional levels”. (IFSW, 
2014)
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ソーシャルワークにおいては、多くが、エ
ビデンスに基づく実践とはクライエントや
組織のニーズに基づいて回答可能な問いを
立て、その問いに答えるために利用可能な
エビデンスを探し出し、そのエビデンスの
質やその応用可能性を評価し、その解決方
法の効果や効率性を評価するプロセスであ
ることに同意している。

In Social Work, most agree that 
Evidence-based practice(EBP) is a 
process involving creating an 
answerable question based on a client 
or organizational need, locating the 
best available evidence to answer the 
question, evaluating the quality of the 
evidence as well as its applicability, 
applying the evidence, and evaluating 
the effectiveness and efficiency of the 
solution. (NASW, 2019)

1. ソーシャルワークとエビデンス

EBPにおける選択と決定

上記は、Gibbs & Gambrill(2002, p454) Figure 1: 
An updated model for evidence-based decisions.
をこれはEBM（医療）を前提に記された図であった
ので、ソーシャルワークに対応するように秋山
(2011)が加筆したもの 5



2. 米国のソーシャルワーク教育における、エビデンスを使うの実例
ソーシャルワーク専門家教育における9の能力(CSWE, 2015)

• 科学的な問いや研究に実践経験や理論を役立た
せる。

• 定量的および定性的な研究方法および研究結果
の分析に従事するために批判的思考を適用する。

• 実践や政策、サービスを改善するために研究の
結果を活用・応用する。

関連する理論的観点や、科学的根拠、クライ
エントやシステム、受益者が重んじることや、
実践の専門領域における文脈等に基づき、関
係性構築やアセスメント、介入、評価を行う。
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2. 米国のソーシャルワーク教育における、エビデンスを使うの実例

座学と実践をつなげるカリキュラムデザイン

Class
実践・実務で使える調査設計
や評価、エビデンスやデータ
を活用したプログラム立案－
“なぜ、この課題に、そのア
プローチなのか”
・Social work research
・Social work theories and 
approaches
・Practice 
Evaluation(Single system 
design)
・Program design 

Field
クラスで学んだことの応用（例）
• アルコールの課題がある患者

への心理社会的支援
• DVや性暴力等トラウマを抱え

る方への支援プログラム構築
• うつ病患者の復職支援
• 難民の定住プログラム
• がん患者のピアサポートグ

ループの運営
• 乳幼児死亡率減少のためのア

ウトリーチ
• LGBTの子どもたちの自殺予防

プログラム
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2. 米国のソーシャルワーク教育における、エビデンスを使うの実例

ブータン難民のアルコール依存予防プログラム
（現状把握・ニーズ評価）
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2. 米国のソーシャルワーク教育における、エビデンスを使うの実例

ブータン難民のアルコール依存予防プログラム
（セオリー評価）

スタンダードな治療モデルは？

スタンダードモデルは使えるのか？
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2. 米国のソーシャルワーク教育における、エビデンスを使うの実例
ブータン難民のアルコール依存予防プログラム

（セオリー評価）

←ネパールの難民キャンプでブー
タン難民向けのメンタルヘルス
サービス提供をしている団体

団体のヘルスサービスで働くス
タッフへのフォーカスグループ⇒

←実際にアドボケイトと参加してみた

⇒mission: empower Asian Americans and 
Pacific Islanders in Northeastern Ohio to 
access quality, culturally and linguistically 
appropriate information and services.

⇒多様性の受容と社会
正義を達成する
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2. 米国のソーシャルワーク教育における、エビデンスを使うの実例

エビデンスを使う
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2. 米国のソーシャルワーク教育における、エビデンスを使うの実例
ブータン難民のアルコール依存予防プログラム

（セオリー評価）

• AA meetingは開催されているが、ブータン
難民には向かない（言葉の問題、アクセス
の問題、目的の理解の問題など）

• CBTは出来なくは無いが、通院プログラム
は向かない（コミュニティのスティグマ）

• 問題ではあるが、一定の社会性は保たれて
いる

• コミュニティへの繫がりは確保されている
• 変化のモデルの応用

• ESOLクラス（難民がバウチャーをも
らうために受けなければ行けない英語
学習のクラス）にストレスマネジメン
トのコースをアドオン（コミュニティ
のリーダーも参加）

• ストレスマネジメントの中で、ストレ
スとアルコールに関する教育的なコン
テンツを定期的に提供

• ピアサポートによる情報共有の場作り
• 別にコミュニティメンバーによるクラ
ブアクティビティ

• アルコール治療専門の団体と協働
（harm reductionの目的）

エビデンス等から分かったこと 立案したプログラム

12



2. 米国のソーシャルワーク教育における、エビデンスを使うの実例
ブータン難民のアルコール依存予防プログラム

（評価方法）

• その他、Community health workers&アドボケイトによる定期的なヒアリングやリス
ク世帯の個別介入によるモニタリングを実施

• まだコミュニティにおける対象人数もそこまで多くなく、言語等の問題によりRCTの実
施は困難。

• 参加者の自己評価ではあるが、ストレスのレジリエンシーが高まるために必要な要素
（知識や具体的な手段の取得やアクセス）の獲得度合いを中心に確認 13



2. 米国のソーシャルワーク教育における、エビデンスを使うの実例

座学と実践をつなげるカリキュラムデザイン

Class
実践・実務で使える調査
設計や評価、エビデンス
やデータを活用したプロ
グラム立案－ “なぜ、この
課題に、そのアプローチ
なのか”
・Social work research
・Social work theories 
and approaches
・Practice 
Evaluation(Single 
system design)
・Program design 

Field
クラスで学んだことの応用
・アルコールの課題がある患者
への心理社会的支援
・DVや性暴力等トラウマを抱
える方への支援プログラム構築
・うつ病患者の復職支援
・難民の定住プログラム
・がん患者のピアグループの運
営
・乳幼児死亡率減少のためのア
ウトリーチ

・アクセスできるデータ
ソースから関連するエビデ
ンスを探す
・プログラム立案へ反映
・その妥当性などについて
スーパーバイザーや実習担
当者と相談・検討

実習先に知見が貯まる 大学院側にリサーチや視点のインプット コミュニティへも知見が広まる
14



3.助成金申請とエビデンスを参照したプログラムデザイン

• 今回の例はプロトタイプ的なもの（マイノリティのメンタルヘルス・アディク
ション関連の助成プログラムへの連結可能性）

＜ここからは少し助成財団にいた立場、助成金申請をした立場として＞
• 他のプログラムでも、今回ニーズ評価で説明した内容のレベルは事前評価として
行い “Statement of need”に書いた。（例：アジア系女性の性犯罪被害者のサ
ポートプログラム、難民女性のピアサポートグループなど）

• そのニーズをどのような成果を目指して、どんな介入をしていくかがベストかに
ついては、エビデンスを参照したり、探しても無い場合はそのことについて明記
した。

• 基本的にはこのニーズの深刻さや緊急度合いの高さ、それに対するプログラムの
妥当性・合理性と、それが本当にまわせる組織体制・マネジメント体制なのか、
継続性がどれくらいあるかなどが観点になり、判断されていた。
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